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(57)【要約】
【課題】１枚のブランクシートを折り曲げて作製する折 
畳み容器でありながら、折畳形態であっても容器形態で 
あっても美観に優れた高い装飾性を有する折畳み容器を 
提供する。
【解決手段】この折畳み容器８０～８６’は平らで平面 
状の折畳形態であっても上部が開口し立体的な容器形態 
であっても、幾何学的で美観に優れた装飾性の高い形状 
を呈する。また、折り方によって容器形態と折畳形態と 
の形態変化を双方向に繰り返し行うことができる。この 
ため、保管時や持ち運び時には折畳形態として省スペー 
ス化を図り、使用時に展開して容器形態として利用する 
ことができる。また、廃棄時に折畳形態とすることでゴ 
ミの容積を削減することができる。これらのことにより 
、本発明に係る折畳み容器８０～８６’は、持ち運びや 
保管に優れたおしゃれな折畳み容器として利用すること 
ができる。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
正 多 角 形 の 底 面 を 構 成 す る 底 辺 折 れ 線 と 、
前 記 底 面 の 各 頂 点 か ら 外 側 に 形 成 さ れ た 第 １ の 折 れ 線 と 、
前 記 第 １ の 折 れ 線 と 平 行 で 一 方 の 隣 の 頂 点 か ら 外 側 に 伸 び た 第 ２ の 折 れ 線 と 、
各 底 辺 折 れ 線 の 両 端 か ら 伸 び た 平 行 な 前 記 第 １ の 折 れ 線 と 前 記 第 ２ の 折 れ 線 と を 対 と し て  
、 こ の 対 と な る 前 記 第 ２ の 折 れ 線 の 内 側 の 端 点 と 前 記 第 １ の 折 れ 線 の 外 側 の 端 点 と を そ れ  
ぞ れ 結 ぶ 第 ３ の 折 れ 線 と 、 を 有 し 、
前 記 第 ３ の 折 れ 線 を 折 ら ず に 、 前 記 底 辺 折 れ 線 と 第 １ の 折 れ 線 と を 谷 折 り に し 、 前 記 第 ２  
の 折 れ 線 を 山 折 り に す る こ と で 折 畳 形 態 と な り 、
前 記 第 １ の 折 れ 線 を 折 ら ず に 、 前 記 底 辺 折 れ 線 を 谷 折 り 方 向 に 折 り 曲 げ る と と も に 第 ３ の  
折 れ 線 を 谷 折 り に し 、 前 記 第 ２ の 折 れ 線 を 山 折 り に す る こ と で 容 器 形 態 と な る こ と を 特 徴  
と す る 折 畳 み 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
容 器 形 態 時 に 、 第 ３ の 折 れ 線 が 谷 折 り さ れ る こ と で 形 成 さ れ る 底 辺 折 れ 線 と 第 １ の 折 れ 線  
と 第 ３ の 折 れ 線 と で 囲 わ れ た 略 三 角 形 の 第 １ の 領 域 と 、 第 ２ の 折 れ 線 と 外 形 線 と 隣 の 第 １  
の 折 れ 線 と で 囲 わ れ た 第 ２ の 領 域 と が 重 な っ て 、 容 器 形 態 時 の 側 壁 を 構 成 す る と と も に 、  
前 記 第 １ の 領 域 が 側 壁 を 外 側 か ら サ ポ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 折 畳 み  
容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ３ の 折 れ 線 が 第 ２ の 折 れ 線 と 底 辺 折 れ 線 と の な す 角 の 等 角 二 等 分 線 で あ り 、
容 器 形 態 時 に 、 山 折 り さ れ た 第 ２ の 折 れ 線 が 底 辺 折 れ 線 と 重 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
２ に 記 載 の 折 畳 み 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
底 面 の 上 面 に 底 辺 折 れ 線 に 沿 っ て 上 方 に 突 出 し た 凸 条 を 有 し 、
前 記 凸 条 は 、 上 部 が 開 口 し た 容 器 形 態 時 に 、 底 辺 折 れ 線 と 重 な る 第 ２ の 折 れ 線 部 分 を 含 む  
内 壁 の 形 状 維 持 の た め に 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 折 畳 み 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
第 １ の 折 れ 線 が 底 面 の 中 心 を 中 心 点 と し て 放 射 状 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 折 畳 み 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 上 部 が 開 口 し 正 多 角 形 の 底 面 を 有 す る 容 器 形 態 と 平 ら な 折 畳 形 態 と の 双 方 で 美  
観 に 優 れ 、 こ れ ら の 形 態 変 化 を 双 方 向 で 繰 り 返 し 行 う こ と が 可 能 な 装 飾 性 の 高 い 折 り 畳 み  
容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
１ 枚 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 折 り 曲 げ て 作 製 す る 折 畳 み 容 器 と し て は 、 例 え ば 下 記 ［ 特 許 文 献  
１ ］ に 示 す よ う に 、 多 種 多 様 な も の が 存 在 す る 。 そ し て 、 例 え ば ブ ラ ン ク シ ー ト の 折 り 方  
や 、 ブ ラ ン ク シ ー ト に 美 し い 模 様 等 が 印 刷 さ れ た も の を 用 い る こ と で 、 美 観 に 優 れ た 折 畳  
み 容 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ５ ７ １ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 １ 枚 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 折 り 曲 げ て 作 製 す る 一 般 的 な 折 畳 み 容 器 で は 、 容  
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器 形 態 で は 高 い 装 飾 性 を 有 す る も の で あ っ て も 、 折 り 畳 ん だ 折 畳 形 態 で は そ の 装 飾 性 が 崩  
れ 、 あ り き た り な 外 観 と な る も の が 多 い 。 ま た 、 反 対 に 折 り 畳 ん だ 折 畳 形 態 で 高 い 装 飾 性  
を 有 す る も の で あ っ て も 、 容 器 形 態 と す る と そ の 装 飾 性 を 維 持 で き な い も の が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 １ 枚 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 折 り 曲 げ て 作 製  
す る 折 畳 み 容 器 で あ り な が ら 、 平 ら な 折 畳 形 態 と 立 体 的 な 容 器 形 態 の 双 方 で 美 観 に 優 れ 、  
且 つ こ れ ら の 容 器 形 態 と 折 畳 形 態 と の 形 態 変 化 を 双 方 向 で 繰 り 返 し 行 う こ と が 可 能 な 折 畳  
み 容 器 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、
（ １ ） 正 多 角 形 の 底 面 １ ０ を 構 成 す る 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 、
前 記 底 面 １ ０ の 各 頂 点 か ら 外 側 に 形 成 さ れ た 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 、
前 記 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 平 行 で 一 方 の 隣 の 頂 点 か ら 外 側 に 伸 び た 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と 、
各 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 両 端 か ら 伸 び た 平 行 な 前 記 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 前 記 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４  
と を 対 と し て 、 こ の 対 と な る 前 記 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 内 側 の 端 点 Ｐ １ と 前 記 第 １ の 折 れ 線  
３ ２ の 外 側 の 端 点 Ｐ ２ と を そ れ ぞ れ 結 ぶ 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ と 、 を 有 し 、
前 記 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ を 折 ら ず に 、 前 記 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と を 谷 折 り に  
し 、 前 記 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ を 山 折 り に す る こ と で 折 畳 形 態 と な り 、
前 記 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ を 折 ら ず に 、 前 記 底 辺 折 れ 線 ３ ０ を 谷 折 り 方 向 に 折 り 曲 げ る と と も  
に 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ を 谷 折 り に し 、 前 記 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ を 山 折 り に す る こ と で 容 器 形 態  
と な る こ と を 特 徴 と す る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決  
す る 。
（ ２ ） 容 器 形 態 時 に 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ が 谷 折 り さ れ る こ と で 形 成 さ れ る 底 辺 折 れ 線 ３ ０  
と 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ と で 囲 わ れ た 略 三 角 形 の 第 １ の 領 域 と 、 第 ２ の 折  
れ 線 ３ ４ と 外 形 線 ３ ８ 、 ３ ８ ’ と 隣 の 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ ’ と で 囲 わ れ た 第 ２ の 領 域 と が 重 な  
っ て 、 容 器 形 態 時 の 側 壁 を 構 成 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 領 域 が 側 壁 を 外 側 か ら サ ポ ー ト  
す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ を 提 供 す る こ と に よ り  
、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
（ ３ ） 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ が 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と の な す 角 の 等 角 二 等 分 線  
で あ り 、
容 器 形 態 時 に 、 山 折 り さ れ た 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 重 な る こ と を 特 徴 と す  
る 上 記 （ ２ ） に 記 載 の 折 畳 み 容 器 ８ ０ 、 ８ ０ ’ 、 ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ４ ’ を 提 供 す る こ と に よ り  
、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
（ ４ ） 底 面 １ ０ の 上 面 に 底 辺 折 れ 線 ３ ０ に 沿 っ て 上 方 に 突 出 し た 凸 条 １ ２ を 有 し 、
前 記 凸 条 １ ２ は 、 上 部 が 開 口 し た 容 器 形 態 時 に 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 重 な る 第 ２ の 折 れ 線 部  
分 を 含 む 内 壁 の 形 状 維 持 の た め に 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ３ ） に 記 載 の 折 畳 み 容  
器 ８ ０ 、 ８ ０ ’ 、 ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ４ ’ を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
（ ５ ） 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ が 底 面 １ ０ の 中 心 を 中 心 点 と し て 放 射 状 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ２ ’ 、 ８ ４ ～ ８ ６ ’ を  
提 供 す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 は 平 ら で 平 面 状 の 折 畳 形 態 で あ っ て も 上 部 が 開 口 し 立 体 的 な 容 器  
形 態 で あ っ て も 、 幾 何 学 的 で 美 観 に 優 れ た 装 飾 性 の 高 い 形 状 を 呈 す る 。 ま た 、 折 り 方 に よ  
っ て 容 器 形 態 と 折 畳 形 態 と の 形 態 変 化 を 双 方 向 に 繰 り 返 し 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、  
保 管 時 や 持 ち 運 び 時 に は 折 畳 形 態 と し て 省 ス ペ ー ス 化 を 図 り 、 使 用 時 に 展 開 し て 容 器 形 態  
と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 容 器 と し て 利 用 可 能 な イ ン テ リ ア と し て も 使 用 す る  
事 が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 は 、 容 器 の 内 側 か ら の 内 圧 が 容 器 形 態 を 保  
持 す る 方 向 に 働 く 。 こ の た め 、 物 を 入 れ る こ と で 容 器 （ 側 壁 ） が 開 い て 容 器 形 態 が 崩 れ る  



10

20

30

40

50

JP 2022-71908 A 2022.5.17(4)

こ と も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 底 面 が 正 四 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 展 開 図 及 び 折 畳 形 態 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ２ 】 底 面 が 正 五 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 展 開 図 及 び 折 畳 形 態 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 底 面 が 正 六 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 展 開 図 及 び 折 畳 形 態 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ４ 】 底 面 が 正 八 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 展 開 図 及 び 折 畳 形 態 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 他 の 例 の 展 開 図 及 び 折 畳 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 底 面 が 正 四 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 底 面 が 正 五 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 底 面 が 正 六 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 底 面 が 正 八 角 形 の 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 他 の 例 の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 容 器 形 態 の 拡 大 略 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 本 発 明 に  
係 る 折 畳 み 容 器 は １ 枚 の ブ ラ ン ク シ ー ト で 構 成 さ れ 、 ブ ラ ン ク シ ー ト に 用 い る 素 材 と し て  
は 紙 、 コ ー ト 紙 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 樹 脂 を 含 侵 し た 布 部 材 等 、 折 畳 み が 可 能 な シ ー ト 状 の も  
の で あ れ ば 如 何 な る も の を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 ブ ラ ン ク シ ー ト は 無 地 で も 良 い が 、 模 様  
や 絵 柄 等 を 印 刷 等 の 周 知 の 手 法 に よ り 形 成 し て 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で 、 図 １ は 底 面 １ ０ が 正 四 角 形 の 折 畳 み 容 器 ８ ０ 、 ８ ０ ’ を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ は 底  
面 １ ０ が 正 五 角 形 の 折 畳 み 容 器 ８ ２ 、 ８ ２ ’ を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ は 底 面 １ ０ が 正 六 角 形  
の 折 畳 み 容 器 ８ ４ 、 ８ ４ ’ を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ は 底 面 １ ０ が 正 八 角 形 の 折 畳 み 容 器 ８ ６  
、 ８ ６ ’ を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 底 面 １ ０ が 正 五 角 形 及 び 正 八 角 形 の 本 発 明 に 係 る  
折 畳 み 容 器 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 １ ～ 図 ５ の 図 （ ａ ） 、 （ ａ ） ’ は 各 折 畳 み 容  
器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 展 開 図 で あ り 、 図 （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ は 各 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 折 畳 形  
態 を 上 方 か ら 見 た 図 で あ り 、 図 （ ｃ ） 、 （ ｃ ） ’ は 各 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 折 畳 形 態 を  
底 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｂ ） ’ は 底 面 １ ０ が 正 四 角 形 の 折 畳 み  
容 器 ８ ０ 、 ８ ０ ’ の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｂ ） ’ は 底 面 １ ０ が 正 五 角 形  
の 折 畳 み 容 器 ８ ２ 、 ８ ２ ’ の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｂ ） ’ は 底 面 １ ０ が  
正 六 角 形 の 折 畳 み 容 器 ８ ４ 、 ８ ４ ’ の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｂ ） ’ は 底  
面 １ ０ が 正 八 角 形 の 折 畳 み 容 器 ８ ６ 、 ８ ６ ’ の 容 器 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ０ （ ａ ） ～  
（ ｂ ） ’ は 底 面 １ ０ が 正 五 角 形 及 び 正 八 角 形 の 他 の 例 の 折 畳 み 容 器 ８ ３ 、 ８ ３ ’ の 容 器 形 態  
を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 こ こ で 示 す 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 本 発 明 を 説 明 す る た め の 具 体  
例 で あ る か ら 、 本 発 明 は こ れ ら の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 こ れ ら の 図 に お  
い て は 、 １ つ の 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 、 こ の 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 両 端 か ら 伸 び た 第 １ の 折 れ 線 ３  
２ 、 ３ ２ ’ と で 囲 わ れ た 領 域 を １ つ の ブ ロ ッ ク と し 、 こ の １ つ の ブ ロ ッ ク の 構 成 要 件 に の  
み 符 号 を 付 し 、 他 の ブ ロ ッ ク の 符 号 は 省 略 す る 。 ま た 、 各 展 開 図 に お い て 底 辺 折 れ 線 ３ ０  
、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ は 上 面 か ら 見 て 谷 折 り と な る の で 破 線 で 示 し 、 第  
２ の 折 れ 線 ３ ４ は 山 折 り と な る の で 一 点 鎖 線 で 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 、 図 １ ～ 図 ５ の 図 （ ａ ） 、 （ ａ ） ’ に 示 す よ う に 、  
正 多 角 形 の 底 面 １ ０ の 各 辺 を 構 成 す る 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 、 こ の 底 面 １ ０ の 各 頂 点 （ 図 中 で  
は Ｐ １ 、 Ｐ ４ ） か ら 外 側 に 形 成 さ れ た 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ 、 （ ３ ２ ’ ） と 、 第 １ の 折 れ 線 ３  
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２ と 平 行 で 一 方 の 隣 の 頂 点 か ら 外 側 に 伸 び た （ 本 図 で は 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 一 つ の 端 点 Ｐ ４  
か ら 伸 び た 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ に 対 し て 、 こ の 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 逆 の 端 点 Ｐ １ 、 即 ち 左 隣 の  
頂 点 Ｐ １ か ら 外 側 に 伸 び た ） 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と 、 各 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 両 端 か ら 伸 び た こ  
れ ら の 平 行 な 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と を 対 と し て 、 こ の 対 と な る 第 ２ の 折  
れ 線 ３ ４ の 内 側 の 端 点 Ｐ １ と 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ の 外 側 の 端 点 Ｐ ２ と を そ れ ぞ れ 結 ぶ 第 ３ の  
折 れ 線 ３ ６ と 、 を 有 し て い る 。 ま た 、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ の 外 端 点 Ｐ ２ と 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４  
の 外 端 点 Ｐ ３ と の 間 に は 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 外 形 線 ３ ８ ’ が 形 成 さ れ 、 第 ２ の 折 れ 線  
３ ４ の 外 端 点 Ｐ ３ と 隣 の 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ ’ の 外 端 点 と の 間 に は 外 形 線 ３ ８ が 形 成 さ れ る  
。 尚 、 こ れ ら の 構 成 は ブ ロ ッ ク ご と 、 即 ち 底 辺 折 れ 線 ３ ０ ご と に 有 す る 。 よ っ て 、 こ れ ら  
の 構 成 の 数 は 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 数 、 即 ち 正 多 角 形 の 底 面 １ ０ の 辺 の 数 と 同 数 と な る 。 ま た  
、 こ れ ら の ブ ロ ッ ク は 底 面 １ ０ の 正 多 角 形 の 中 心 を 軸 と し て 、 そ れ ぞ れ （ ３ ６ ０ ／ ｎ ） °  
（ ｎ は 正 多 角 形 の 角 数 ） だ け 回 転 し て 配 列 し た も の と な る 。 尚 、 底 面 １ ０ の 正 多 角 形 の 角  
数 に は 特 に 限 定 は な い が 、 角 数 （ 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 数 ） が 多 過 ぎ る と そ の 分 だ け 各 折 れ 線  
の 数 が 増 加 し て 形 態 変 化 が 煩 雑 と な る た め 、 ４ （ 正 四 角 形 ） か ら １ ２ （ 正 １ ２ 角 形 ） 程 度  
と す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ２ ’ 、 ８ ４ ～ ８ ６ ’  
は 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ を 軸 に 谷 折 り し た 際 に 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 全 て 正 多 角 形 の 底 面 １ ０  
の 中 心 を 通 る 。 よ っ て 、 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ２ ’ 、 ８ ４ ～ ８ ６ ’ の 折 畳 形 態 で は 、 図 １ ～ 図  
４ の （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 、 ｎ 個 の 同 一 の 図 形 が 底 面 １ ０ の 中 心 か ら （ ３ ６ ０ ／  
ｎ ） ° の 角 度 で 回 転 し な が ら 放 射 状 に 形 成 さ れ る も の と な る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す 折 畳 み 容  
器 ８ ３ 、 ８ ３ ’ は 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ を 軸 に 谷 折 り し た 際 に 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 正 多 角 形  
の 底 面 １ ０ の 中 心 を 通 ら な い も の で あ る 。 こ の 折 畳 み 容 器 ８ ３ 、 ８ ３ ’ の 折 畳 形 態 は 、 図  
５ の （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 、 ｎ 個 の 同 一 の 図 形 が 底 面 １ ０ の 中 心 を 囲 う よ う に （  
３ ６ ０ ／ ｎ ） ° の 角 度 で 回 転 し な が ら 形 成 さ れ る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ は 、 図 １ ～ 図 ４ の 図 （ ａ ） 、 （ ａ ） ’ に 示 す よ う に 、 底 面 １ ０ の  
正 多 角 形 の 中 心 を 中 心 点 と し て 放 射 状 （ 全 て の 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ が 底 面 １ ０ の 中 心 の 一 点  
で 交 わ る 状 態 ） に 形 成 し て も 良 い し 、 図 ５ （ ａ ） 、 （ ａ ） ’ の 折 畳 み 容 器 ８ ３ 、 ８ ３ ’ に 示  
す よ う に 、 任 意 の 角 度 と し て も よ い 良 い 。 た だ し 、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ を 放 射 状 と し な い 場  
合 、 図 ５ （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 折 畳 形 態 時 に 底 面 １ ０ の 中 心 部 分 が 露 出 す る こ と  
と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 こ れ ら の 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ を 折 ら ず に 、 底 辺 折 れ 線  
３ ０ と 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ 、 ３ ２ ’ と を 谷 折 り に し 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ を 山 折 り に す る こ と  
で 、 図 １ ～ 図 ５ の 図 （ ｂ ） ～ （ ｃ ） ’ に 示 す 折 畳 形 態 と な る 。 ま た 、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ 、  
３ ２ ’ を 折 ら ず に 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ を 谷 折 り 方 向 に 折 り 曲 げ る と と も に 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６  
を 谷 折 り に し 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ を 山 折 り に す る こ と で 図 ６ ～ 図 １ ０ の 図 （ ａ ） ～ （ ｂ ）  
’ に 示 す 容 器 形 態 と な る 。 そ し て 、 こ の と き の 外 形 線 ３ ８ 、 ３ ８ ’ の 形 状 等 に よ っ て 、 折 畳  
み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 各 図 に 示 す よ う に 、 折 畳 形 態 で あ っ て も 容 器 形 態 で あ っ て も 幾 何 学  
的 な 形 状 を 呈 し 、 美 観 に 優 れ た 装 飾 性 の 高 い も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 容 器 形 態 時 に は 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ が 谷 折 り さ れ る こ と  
で 形 成 さ れ る 例 え ば 図 ８ （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ の 斜 線 で 示 す 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 第 １ の 折 れ 線 ３  
２ と 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ と で 囲 わ れ た 略 三 角 形 の 第 １ の 領 域 と 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と 外 形 線  
３ ８ 、 ３ ８ ’ と 隣 の 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ ’ と で 囲 わ れ た 第 ２ の 領 域 と が 重 な っ て 側 壁 を 構 成 す  
る 。 こ の と き 、 略 三 角 形 の 第 １ の 領 域 が 外 壁 を 外 側 か ら サ ポ ー ト す る こ と で 側 壁 を 支 え 容  
器 形 態 を 維 持 す る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 側 壁 は 第 ２ の 領  
域 が 内 側 か ら 第 １ の 領 域 の 方 向 に 折 り 畳 ま れ て 内 壁 を 構 成 し 、 第 １ の 領 域 に よ っ て 支 持 さ  
れ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 各 ブ ロ ッ ク の 内 壁 （ 第 ２ の 領 域 ） は 隣 の ブ ロ ッ ク の 内 壁 と 順 に 重  
な り 合 っ て 輪 状 に 支 え 合 っ て 構 成 さ れ る 。 こ の た め 、 仮 に 容 器 内 に 入 れ た 物 が 内 壁 を 押 圧  
す る と 、 こ の 内 圧 は 容 器 形 態 を 保 持 す る 方 向 、 即 ち 、 第 ２ の 領 域 が 第 １ の 領 域 側 に 折 り 畳  
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ま れ る 方 向 に 働 く 。 こ の た め 、 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ で は 容 器 内 に 物 を 入 れ る こ と で 逆  
に 容 器 形 態 の 保 持 が 強 固 と な り 、 物 を 入 れ る こ と で 容 器 （ 側 壁 ） が 開 い て 容 器 形 態 が 崩 れ  
る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ の 条 件 に つ い て 説 明 を 行 う 。 尚 、 こ れ ら の 条  
件 は 基 本 的 に 容 器 形 態 を と る 際 に 必 要 な 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
先 ず 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ と の な す 角 を θ １ と し 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ と 第  
２ の 折 れ 線 ３ ４ と の な す 角 を θ ２ と し た と き に 、 θ １ 、 θ ２ は θ １ ≧ θ ２ を 満 た す こ と が  
必 要 で あ り 、 特 に θ １ ＝ θ ２ と す る こ と が 最 も 好 ま し い 。 こ こ で 、 θ １ ＜ θ ２ の 場 合 、 容  
器 形 態 時 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 領 域 が 第 １ の 領 域 よ り も 幅 広 と な り 、 第 ２ の 領 域 が 底 面 １ ０  
の 内 側 に は み 出 し て 側 壁 の 形 成 を 阻 害 し 、 容 器 形 態 の 維 持 が 困 難 と な る 。 ま た 、 θ ２ が 過  
度 に 小 さ い 場 合 、 第 ２ の 領 域 が 第 １ の 領 域 よ り も 著 し く 細 く な っ て 重 な り 部 分 の 面 積 が 狭  
く な り 、 ま た 図 ７ （ ａ ） ’ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 領 域 を 構 成 す る 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 底 辺  
折 れ 線 ３ ０ か ら 離 れ て い く た め 側 壁 の 支 持 効 果 が 低 下 す る 。 こ の た め 、 角 θ ２ は 、
θ １ ≧ θ ２ ≧ （ １ ／ ２ × θ １ ） 程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
尚 、 前 述 し た よ う に 角 θ １ と 角 θ ２ と は 、 θ １ ＝ θ ２ と す る こ と が 最 も 好 ま し い 。 こ の 場  
合 、 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ は 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ と 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と の な す 角 の 等 角 二 等 分 線 と  
な る 。 こ の 構 成 で は 、 容 器 形 態 時 に 第 ２ の 領 域 を 構 成 す る 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 図 ７ （ ａ ）  
、 図 ８ （ ａ ） 、 （ ａ ） ’ 等 に 示 す よ う に 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 重 な り 、 第 ２ の 領 域 が 側 壁 を  
支 え る 柱 と し て も 機 能 す る 。 ま た 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 底 辺 折 れ 線 ３ ０ 側 に 押 し 込 ま れ て  
保 持 さ れ 、 容 器 形 態 を よ り 安 定 的 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 重 な る θ １ ＝ θ ２ の 構 成 で は 、 図 ３ （ ａ ）  
の ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 底 面 １ ０ の 上 面 に 底 辺 折 れ 線 ３ ０ に 沿 っ て 上 方 に 突 出 し た 凸 条  
１ ２ を 設 け て も 良 い 。 尚 、 凸 条 １ ２ は 折 畳 み 容 器 を 構 成 す る ブ ラ ン ク シ ー ト の 厚 み の １ 倍  
～ ３ 倍 、 好 適 に は ２ 倍 前 後 分 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 内 側 に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、  
こ の 凸 条 １ ２ は 底 面 １ ０ の 裏 面 側 か ら 金 型 に よ る 押 圧 に よ っ て 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。  
そ し て 、 こ の 凸 条 １ ２ を 有 す る 構 成 で は 、 上 部 が 開 口 し た 容 器 形 態 の 形 成 時 に 第 ２ の 折 れ  
線 ３ ４ の 部 分 が 凸 条 １ ２ を 乗 り 越 え て 底 辺 折 れ 線 ３ ０ に 重 な る こ と と な る 。 こ れ に よ り 、  
図 １ １ の 拡 大 略 断 面 図 に 示 す よ う に 、 凸 条 １ ２ が 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 部 分 の 押 さ え と し て  
、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 部 分 を 含 む 内 壁 の 保 持 及 び 形 状 維 持 た め に 機 能 し 、 第 ２ の 領 域 が 展  
開 方 向 に 開 く こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ り 、 容 器 形 態 を よ り 強 固 に 維 持 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 容 器 形 態 の 維 持 の 観 点 か ら 、 第 ２ の 領 域 は 隣 の ブ ロ ッ ク の 第 ２ の 領 域 と 順 に 重 な り  
合 う よ う に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の た め 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 長 さ は 底 辺 折 れ 線 ３ ０  
の 長 さ よ り も 長 く す る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 長 さ が 底 辺 折 れ 線 ３  
０ の 長 さ の ２ 倍 を 超 え る と 、 第 ２ の 領 域 が ２ つ 隣 の ブ ロ ッ ク の 第 ２ の 領 域 に も 重 な る こ と  
と な り 折 り 畳 み が 煩 雑 と な る 。 従 っ て 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 長 さ は 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 長 さ  
以 上 、 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 長 さ の ２ 倍 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。 尚 、 底 面 １ ０ が 正 六 角 形  
で θ １ ＝ θ ２ で あ り 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 長 さ を 底 辺 折 れ 線 ３ ０ の 長 さ の ２ 倍 と し た 折 畳  
み 容 器 ８ ４ ’ で は 、 図 ８ （ ａ ） ’ に 示 す よ う に 、 全 て の 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が そ れ ぞ れ 底 辺 折  
れ 線 ３ ０ と 完 全 に 重 な り 、 す っ き り と し た 外 観 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 本 例 で 示 し た 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ を 個 別 に 説 明 す る 。 先 ず 、 折 畳 み 容 器 ８ ０ は  
底 面 １ ０ 及 び 外 形 が 正 四 角 形 で θ １ ＝ θ ２ の 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 こ の 構 成 で は 、 底  
辺 折 れ 線 ３ ０ と 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と が 等 し い 長 さ と な り 、 折 畳 形 態 の 上 面 は 図 １ （ ｂ ） に  
示 す よ う に 、 ４ つ の 正 方 形 が １ つ の 正 方 形 を 形 成 す る 幾 何 学 模 様 を 呈 す る 。 ま た 、 折 畳 み  
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容 器 ８ ０ ’ は 底 面 １ ０ が 正 四 角 形 で θ １ ＝ θ ２ と し 、 外 形 線 ３ ８ の う ち 図 １ （ ａ ） ’ 中 の 点  
Ｐ ３ ～ 点 Ｐ ５ の 部 分 を 円 弧 と し 、 外 形 線 ３ ８ の 点 Ｐ ５ ～ 点 Ｐ ２ ’ の 部 分 及 び 外 形 線 ３ ８ ’ を  
こ れ よ り も 曲 率 半 径 の 小 さ な 円 弧 と し て 内 側 に 湾 曲 さ せ た 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 こ の  
構 成 で は 、 点 Ｐ ３ ～ 点 Ｐ ５ を 円 弧 と す る ４ つ の 扇 形 が 円 状 に 配 列 し 、 折 畳 形 態 の 上 面 は 図  
１ （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 、 １ つ の 円 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ２ は 底 面 １ ０ 及 び 外 形 が 正 五 角 形 で θ １ ＝ θ ２ の 折 畳 み 容 器 を 示 し て  
い る 。 こ の 構 成 で は 、 折 畳 形 態 の 上 面 が 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 星 形 と 正 五 角 形 と が 重  
な っ た 幾 何 学 模 様 を 呈 す る 。 ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ２ ’ は 底 面 １ ０ 及 び 外 形 が 正 五 角 形 で 図  
２ （ ａ ） ’ 中 の 点 Ｐ ２ ・ Ｐ ３ 間 （ 外 形 線 ３ ８ ’ ） の 長 さ と 、 点 Ｐ ３ ・ Ｐ ６ 間 の 長 さ と を 等 し  
く し た 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 尚 、 折 畳 み 容 器 ８ ２ ’ で は θ １ ≠ θ ２ と な る 。 こ の 構 成  
で は 、 折 畳 形 態 の 上 面 が 図 ２ （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 、 ５ つ の 四 角 形 が 円 状 に 配 列 し て １ つ  
の 正 五 角 形 を 形 成 す る 幾 何 学 模 様 を 呈 す る 。 ま た 、 容 器 形 態 で は 図 ７ （ ａ ） ’ 、 （ ｂ ） ’ に  
示 す よ う に 、 端 点 Ｐ ２ と 頂 点 Ｐ ６ と が 重 な り 、 容 器 の 縁 が 連 な る 形 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ４ は 底 面 １ ０ が 正 六 角 形 で θ １ ＝ θ ２ で あ り 、 外 形 線 ３ ８ の 一 部 が 円  
弧 の 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ４ ’ は 底 面 １ ０ が 正 六 角 形 で θ １ ＝ θ  
２ で あ り 、 外 形 線 ３ ８ の 一 部 が 円 弧 で 、 さ ら に 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ の 長 さ が 底 辺 折 れ 線 ３ ０  
の 長 さ の ２ 倍 の 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ６ 、 ８ ６ ’ は 底 面 １ ０ が 正  
八 角 形 で θ １ ≠ θ ２ で あ り 、 外 形 線 ３ ８ 、 ３ ８ ’ の 一 部 も し く は 全 部 が 円 弧 の 折 畳 み 容 器  
を 示 し て い る 。 こ れ ら の 折 畳 み 容 器 ８ ４ ～ ８ ６ ’ で も 、 折 畳 形 態 で は 上 面 が 図 ３ 、 図 ４ （  
ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ に 示 す よ う に 装 飾 的 で 美 し い 幾 何 学 模 様 を 呈 し 、 容 器 形 態 で も 図 ８ 、 図 ９  
に 示 す よ う に 装 飾 的 で 美 し い 幾 何 学 形 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ３ は 底 面 １ ０ が 正 五 角 形 で 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ が 放 射 状 の 線 か ら 約 ３ °  
傾 い た 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 ま た 、 折 畳 み 容 器 ８ ３ ’ は 底 面 １ ０ が 正 八 角 形 で 第 １ の  
折 れ 線 ３ ２ が 放 射 状 の 線 か ら ２ ２ ． ５ ° 傾 い た （ 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ と 隣 の ブ ロ ッ ク の 底 辺  
折 れ 線 ３ ０ と の な す 角 が ９ ０ ° の ） 折 畳 み 容 器 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 折 畳 み 容 器 ８ ３ 、  
８ ３ ’ で は 、 前 述 の よ う に 図 ５ （ ｂ ） 、 （ ｂ ） ’ に 示 す 折 畳 形 態 の 上 面 の 中 心 部 分 が 開 口 し  
底 面 １ ０ の 中 央 部 分 が 露 出 す る 。 そ し て 、 他 の 折 畳 み 容 器 と 同 様 に 装 飾 的 で 美 し い 幾 何 学  
模 様 を 呈 す る 。 ま た 容 器 形 態 で も 図 １ ０ に 示 す よ う に 装 飾 的 で 美 し い 幾 何 学 形 状 を 呈 す る  
。 尚 、 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ の 方 向 が 放 射 状 に 限 定 さ れ な い こ と で 、 折 畳 み 容 器 ８ ４ ～ ８ ６ ’  
の 形 状 の バ リ エ ー シ ョ ン は 飛 躍 的 に 増 大 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 平 ら で 平 面 状 の 折 畳 形 態 で あ っ て  
も 上 部 が 開 口 し 立 体 的 な 容 器 形 態 で あ っ て も 、 幾 何 学 的 で 美 観 に 優 れ た 装 飾 性 の 高 い 形 状  
を 呈 す る 。 ま た 、 折 り 方 に よ っ て 容 器 形 態 と 折 畳 形 態 と の 形 態 変 化 を 双 方 向 に 繰 り 返 し 行  
う こ と が で き る 。 こ の た め 、 保 管 時 や 持 ち 運 び 時 に は 折 畳 形 態 と し て 省 ス ペ ー ス 化 を 図 り  
、 使 用 時 に 展 開 し て 容 器 形 態 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 廃 棄 時 に 折 畳 形 態 と す  
る こ と で ゴ ミ の 容 積 を 削 減 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の こ と に よ り 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み  
容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 、 持 ち 運 び や 保 管 に 優 れ た お し ゃ れ な 折 畳 み 容 器 と し て 利 用 す る こ と  
が で き る 。 特 に 、 パ ー テ ィ ー や ア ウ ト ド ア レ ジ ャ ー 等 で 揚 げ 物 や ス ナ ッ ク 菓 子 な ど の 食 品  
用 の 紙 容 器 と し て 、 ま た テ イ ク ア ウ ト 用 の 食 品 容 器 と し て 好 適 で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 に  
係 る 折 畳 み 容 器 は 、 上 記 の よ う に 高 い 装 飾 性 を 有 す る た め 、 容 器 と し て 利 用 可 能 な イ ン テ  
リ ア と し て も 使 用 す る 事 が で き る 。 尚 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ の 形 状 は 外  
形 線 ３ ８ 、 ３ ８ ’ の 形 状 や 第 １ の 折 れ 線 ３ ２ の 方 向 、 及 び 第 ３ の 折 れ 線 ３ ６ の 方 向 （ θ １  
、 θ ２ の 比 率 ） に よ っ て 様 々 に 変 化 す る 。 こ の た め 、 多 種 多 様 な バ リ エ ー シ ョ ン を 簡 単 に  
開 発 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 第 ２ の 領 域 が 内 側 か ら 略 三 角 形 の 第  
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１ の 領 域 の 方 向 に 折 り 畳 ま れ て 、 こ の 第 １ の 領 域 が 外 側 か ら サ ポ ー ト す る こ と で 外 壁 が 形  
成 さ れ る 。 ま た 、 各 ブ ロ ッ ク の 側 壁 （ 第 ２ の 領 域 ） は 隣 の ブ ロ ッ ク の 側 壁 と 順 に 重 な り 合  
っ て 輪 状 に 支 え 合 っ て 構 成 さ れ る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 容 器 内  
に 入 れ た 物 か ら の 内 圧 が 容 器 形 態 を 保 持 す る 方 向 に 働 く 。 こ れ に よ り 、 物 を 入 れ る こ と で  
容 器 （ 側 壁 ） が 開 い て 容 器 形 態 が 崩 れ る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 に 、 θ １ ＝ θ ２ と し た 構 成 で は 第 ２ の 領 域 を 構 成 す る 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が 底 辺 折 れ 線 ３  
０ と 重 な り 、 第 ２ の 領 域 が 側 壁 を 支 え る 柱 と し て も 機 能 す る 。 ま た 、 第 ２ の 折 れ 線 ３ ４ が  
底 辺 折 れ 線 ３ ０ 側 に 押 し 込 ま れ て 保 持 さ れ 、 強 固 な 容 器 形 態 を と る こ と が で き る 。 こ れ に  
よ り 、 高 い 装 飾 性 を 有 し な が ら 容 器 と し て も 十 分 に 使 用 可 能 と な る 。 さ ら に 、 底 面 １ ０ の  
上 面 に 凸 条 １ ２ を 有 す る 構 成 で は 、 凸 条 １ ２ が 底 辺 折 れ 線 ３ ０ と 重 な っ た 第 ２ の 折 れ 線 ３  
４ の 部 分 を 保 持 す る よ う に 機 能 し 、 第 ２ の 領 域 が 展 開 方 向 に 開 く こ と を 防 止 す る 。 こ れ に  
よ り 、 容 器 形 態 を よ り 強 固 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
尚 、 前 述 し た よ う に 本 例 で 示 し た 折 畳 み 容 器 ８ ０ ～ ８ ６ ’ は 一 例 で あ り 、 各 折 れ 線 や 外 形  
線 ３ ８ 、 ３ ８ ’ の 形 状 や 寸 法 及 び 方 向 等 は 、 本 発 明 の 要 旨 及 び 記 載 の 条 件 を 逸 脱 し な い 範  
囲 で 変 更 し て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０     底 面
１ ２     凸 条
３ ０     底 辺 折 れ 線
３ ２     第 １ の 折 れ 線
３ ４     第 ２ の 折 れ 線
３ ６     第 ３ の 折 れ 線
３ ８ 、 ３ ８ ’   外 形 線
８ ０ ～ ８ ６ ’   折 畳 み 容 器
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

